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リニア中央新幹線は、全国新幹線鉄道整備法に基づき、「国民経済の

発展」、「国民生活領域の拡大」、「地域の振興」といった目的を達成す

るため、整備が進められており、これからの少子化・高齢化社会にお

ける新たな活力源として、国家の発展と紀伊半島全域の振興に大きく

寄与することが期待されます。 

  

現在、東京・名古屋間については、環境影響評価にかかる手続きが

開始されるなど着実に前進しているところですが、リニア中央新幹線

は、東京・大阪間の全線が開業されて初めて、その効果が遺憾なく発

揮されるものであり、全線同時開業に向けて方策を講じていく必要が

あります。 

 

また、そのルートについては、災害に強い国土づくりといった観点

から、三大都市圏間の大動脈を、東海道新幹線と中央新幹線により、

二重系化することが求められるとともに、中間駅の設置にあたっては、

紀伊半島全域に高速輸送機能がもたらす効果を均てんさせることがで

きるよう、既存の鉄道や高規格道路等との結節性を考慮し設置するこ

とが重要です。 

  

紀伊半島三県として、以上の点を踏まえ、リニア中央新幹線の東京・

大阪間の全線同時開業に向けた取組の一層の充実を求めます。 

 

 

１ リニア中央新幹線は、東海や東南海、南海地震などの災害リスク

への備えとするため、東海道新幹線のリダンダンシー機能を備えた

ルートとすること。 

 

２ リニア中央新幹線は、その便益が紀伊半島全体に拡がるような、

交通結節性の高い位置に中間駅を設置すべく、全国新幹線鉄道整備

法に基づいた手続きを早急に進めること。 
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